
非漢字系学生のための中級漢字 ・語彙教育

一 多 メデ ィァ ・多技能的 アプ ・一チー

岡 野 喜 美 子

は じ め に

非 漢 字 系 が ほ とん どを 占 め る国 際 部 中級 レベ ル の学 生 に と って漢 字 学 習

は 越 え な けれ ぱ な らない高 いハ 」 ドル で あ る。.漢字 力 の有 無 によ って どれ

ほ ど中級 段 階 の学 習 が容 易 で ある か そ うで な い か は,.非 漢 字 系 ア メ リ カ人

学 生 の な か に 中 国語 ので きる 中国 系 学 生 が い る場 合 も づ と も は っ き り す

る、 中級(」6ク ラ ス1})に は,毎 年 自 己 申告 で100宇 程 度 の漢 字 しか 読 め

な い学 生 も入 っ て くる うえ,300～400字 の漢 字 は知 って い て も基 本 酌 な漢

字 熟 語 ・語 彙 を知 らない もの もか な りい る。 約300字 の学 習 を終 えた 時 点

で漢 字 の入 り方 と定 着 が急 に悪 くな る学 生 もい る。 また,話 し こ とば の 学

習 め み で文 章 の読 み書 き を ほ とん どや って き て い な い ものや 日常 会 話 だ け

は 目本 人 並 み の 日系 あ るい は 日本 人 学 生 が入 って い る こ と も ある。

一 方
,国 際 部 で今 年 度 来 日後(1991年11月)に 行 った調 査 で は,初 級 後

期(」5),初 中級(」5A),中 級(J6)の 学 生 の 多 くが 「選 択 日本 語 」2)と い う

ク ラ ス が あ った ら取 りた い か とい う質 問 に 「新 聞 ・雑 誌 を読 む ク ラ ス を取

りた い」 と答 え 七 い る。 これ は最近 の学 生 が,実 際 の漢 字力 は べ つ に して,

1〉 全6ク ラスの うち,∫6は 唯一 の中級 レベ ルの クラス として設 置 してあ り,初

級 ク ラスや初 級の復習 か ら始 める初中級 レベル のクラス とは教材的 に も一線 を画 し

てい る0

2〉 普通 の 「日本語」 ク ラスのほか に,1992年1学 期(秋 学期)か ら特定の技能や

内容 を取 り入 れた 「選択 目本語」聴 解・文 学・文章 表現 」敬語プ文 法な ど)を 設匿

す る ことにな ったg
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早 く新聞 ・雑誌記事 レベルのものを読めるようになりたい という希望 と知

的関心 を持っていること3〕,新聞 ・雑誌に代表される生の教材,大 人の目

本語教材 を求や丁いる.こ目とを示 してい弓もの≧思われる。筆者は,中 級段

階の学習の成否は,ほ とんど湊宇学習の成否 にかかっていると言 うても過

言ではない と思 うものである。r中 級段階の学習 とは漢字 ・語彙学習であ

る」 は極論であるとしても,十 分かつ適切 な語彙,漢 字熟語の知識がなけ

れぱ中級段階での学習の向上は望 めない。

本稿は,国 際部の学生 を対象 とした中級段階の漢字 ・語彙教育での技能

統合41の試みと中級段階の教育のあり方について提言を試 み る もの で あ

恥 前半は中級段階の漢字 ・語彙学習にたいする筆者の基本的な考 えとそ

れにもとづ く2年 半にわたる試行錯誤を交 じえた実践の報告お よびそり分

析結果について述べ,後 半は1992年 秋学期から始まる新 カリキュラムの

もとでその成果を中級 レベルの構築 に生 かす方策 を考究する。

L中 級クラスの学生の現実と問題点

.1〉.来 目前のインプットの問題

国際部の学生は交換留学生であるため・ ほとんどの学生が来 日する前ア

・メ.リカで初級 ない しは中級 のある段階の日本語教育を受けてくるゆ交換協

定校は60余 校にのぼ鉱 したがっ.て学生たちの学習歴一 本国での 日本

語学習の期問,量,質(技 能の偏り〉など一 もさまざまである。

1989年9月 に 」6クラスの授業を担当することにな?た とき,筆 者は,

来日時の学隼 に共通の問題点が何であるかを考 えてみた。その結果,全 般

.にインプットが非常に少ない学習をしてきてい鳥 ということに思 い当た

った。 これは国内,国 外を問わず,ど この初級教育についても一般的に言

3)こ れ は文化 ・文学系 の学生 の減少 とも関係が あろうが,現 実の社 会 に関す る

1さまざまな最新 の情報 を臼本語 で得 て,そ れ らにつ いて日本語で話 した いとい う学

:生が増 えているヒとを示 して いる。

4)R.V.ホ ワイ トr読 む ことの指導」(参考文献1)参 照。
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えることではあるが,ア メリカの初級段階の教育ヒおいては特 に顕著であ

る。インプッ.トとアウ トプットの比率が極端にいえば1対1で あるような

教育が行われることが多く・インプットされたことはすぺて覚 え使 えるよ

うに要求され る代わり,覚 えられる範囲内.の学習量のみ与えられるのであ

る。また・インプットのなかでも・特に・読み書きのインプット騨極端に

少ない.ことが特徴であると言えよう5ン。 来日前の初級教育で,漢 字交 じり

の文を読む,書 く》 といった経験をほとんどもたない学生がかなりいるの

が実状である。

2)中 級段階の学習の特色一 量と質

1)で述べたアメリカでの初級段階の教育に関連 して日本での中級段階の

到達目標を数字的にみてみよう。

初 級

中 級

上 級

学 習 内容

話 しことば中心1

(話しこ とば〉
十

書 きこ とば

目

漢 宇 数

400

(300～400)

～1
,000

(～1,000)

1,000～

(～2}000)

標

彙 数

1,500

(～2,000)

～6,000

(～3,00016,000〉

6,000～

(～10,000/30,000)

数宇 のあとの ～は 「以上」 を,数 字 の前 の～は 「以 内」 を示す 。

上段 の数字は 「1学習段 階別 教授 法 斗.中上級」(参 考文献4)に よる。

下段 の括弧内 の数字は北條(参 考文献5)に よる。

上1こ見るように中級段階で学習する漢字数,語 彙数は初級での数字をは

るかに超 えている。 これによって初級の学習と中級の学習の 間には まず

r量」的に大 きな差があることが分かる。 中級の特色 として・ 第一に学習

5〉 アメリカでは現在r話 しこ とば」重視 の実用 目本語教育 が広 く行 われてい る

が,筆 者 のアメ リカでの聞き取 り調査では,初 級 でさえ レペル が上 がるにっれ授業

時 間数 が減 るた め,読 み書 き教育の重要性 を認識 しなが らもこれ を割愛せ ざるをえ

ない とい う大学 も多か った。岡野喜美子(参 考文献2)お よび牧野成一(参 考文献3〉

参照。

3



量の問題があるということである。 さらに新たに書 きことぱが導入され,

さまざまな文体め学習が入 り,新 語彙のかなりの部分が漢字熟語 になるな

ど,「質」的な差がこれに加わる。読解の学習のウエイ トカニ非常に高 くなる

からである。非漢字系学習者の揚合,こ れによって中級段階の学習 には重

い心理的な負担,あ るいは過度の期待が起こるのが普通である。経験的に

も言 えることだが,中 級をうまく乗 り越えた学生は上級 に順調に進むこと

ができるが,話 しことば中心の初級学習の成功者が必ず しも中級段階の学

習内容,学 習量を困難 なく受け入れ られるわけではないζとがこの中級 目

本語の特色からも分かる。

IL漢 字 乙語彙学習の目標達成の方法

以上に述べた学生たちの二一ズ,お よび学習の量 と質の問題か ら,授 業

を始 めるにあたって,筆 者は下記のような指導方針(と到達 目標)を 設定 し

た。1か ら4は 初年度の.もの,5か ら8は2年 目,3年 目に追加 したもので

すぺて今年度実践中のものである。

1体 系的 ・目的的な漢字の導入をする

目噺 聞などができるだけ早 くから読 めるようにする〉

2学 習漢字1000字 を目標 とする

(漢字熟語 ・語彙ができるだけ多 く入るようにする〉

3学 生が関心を持つ生の教材を読む

(新聞 ・雑誌記事 が読め,時 事的な話題に加われるようにする)

4漢 字熟語 ・語彙を聴解に結びつける

(ラジオ ・テレドのニュースが分かるようにする)

5お もしろい読物を多読する

(読 む量 イ ン プ ッ トー をで き るだ け多 くす る よ うにす る!

6学 習 した漢 字 熟 語 ・語 彙 炉繰 り返 し現 れ る・よ うな読物 を多 読 す る

(学習 漢 字 熟 語 ・語 彙 が しっか り定 着 す る よ うにす る)6》

6〉 中級 段階 の語彙の定着な どにっいては川 口義一(参 考文献6)参 照。
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7異 なる教材一 テープ教材 ・ビデオ教材 ・中級読解教材 』生教材r

で同一あるいは関連 トピック,テrマ を.扱う

(インプットと定着が確実なものになる.ようにする)

8学 生が各 自選んだ記事の内容 を口頭で発表させる

(学生中心の読み学習ができ,同 時に口頭表現が豊かになるようにす

る〉

5以 下の 「インプヅトと定着をめざした指導」 を加えた背景 と根拠は次

項 にみるように初年度の漢字・譜彙クラスの反省 から生まれたものである。

皿 ・2年 半 の 実践r反 省 と評 価

筆 者 は,1年 目,中 級 ク ラ ス σ6)の 総 コマ数5コ マ 中,他 のふ ㊧ りの

教 員 の担 当 が それ ぞれ 精 読 ・文 章 表現"コ マ,.プ ロジ ェク ト ・ワー ク1コ

マ で あ った ため,1コ マ だ け担 当す る こ とに な った 。2,3年 目 は精 読 ・文

章表 現 が2コ マ,プ ロジ ェク ト・ワー ク が1コ マ に な った の で,漢 字 ・語

彙 学 習 を 中心 に す え た ク ラ ス を2コ マ 担 当で き る こ とに な った 。 継 続 的 な

聴 解 指 導 が他 の ク ラ ス に は ない の で 筆 者 の ク ラ スで 行 うこ とに な った 。 以

下 は2年 半 に わ た る実 践 の記 録 と評 価 で ある。

A実 践 例1-1年 目(1989酬90年)

1コ マ(90分)の 持 ち時問 の なか で,1,2学 期 は 「核.にな る教 材 」 と して

rよ く使 わ れ る新 聞 の漢 字 と熟 語」(以 下r新 聞 の 漢 字」 と略 す 。 〔付記 〕参

照 〉か ら1週5ぺ 一 ジず つ,3学 期 は4ぺ 一 ジず つ の漢 字 の読 み書 き の学 習

(ほ とん ど自習)を した7)。 聴 解 は1学 期 は会 話 教 材 「り一 と ク ラー ク の 冒

険 」融 の全 課 の話 の展 開 をチ ェ ックす る宿 題 を 出 し,3学 瑚 か ら 「ニ ュ ー

7)「 新 聞の漢字」 略3学 期問で学習 した漢字 は,見 出 し漢字 は731字,漢 字熟

語数1,732讃 である。加 えて読解教材 〔精読教材 を含 む)に現れ る漢 字 と漢 字 熟 語,

訓読み語彙 を入 れる と,実 質的 には目標 の100D字 を超 え ると思 われ る。

8)「 り一 とクラークの冒険」(函上 明 ・鶴 田庸子著〉
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スで学 ぶ 目本 語 」(以 下 「ニ ュ ー ス で学 ぶ」 と略 す.〔 付記 〕参 照)か ら選 ん

だ数 課 分 を聞 き取 り教 材 どして使 用,内 容 に関 す る タ スク(筆 者 作 成)を 宿

題 と した リデ ィク テー シ ョン・ ク イ ズ とい った形 で 接 った 。 その 他,漢 字

辞典 の使 い方 指 導 は1学 期 目に行 った。

第1学 期(秋 学 期=12週 問)

漢 字 「新 聞 の漢 字 」(1甜55ぺ 一ジ),漢 字 熟語 使 用 例 文,新 聞 見 出 し,

標 識,看 板,案 内 な どの 読 み.

穂 解 「リー と ク ラー ク の 冒 険ご 全 課 の 内容 チ ェ ツク の宿 題

第2学 期(冬 学 期:6週 問)

漠 字 「新 聞 の漢 字 」(56～85ぺ 一 ジ),・漢 字 熟 語使 用 例 文

読 解・ 新 聞 記事(飛 行 機 事 故 ・ 東 欧 の民 主化 ・ ベ ル リ目ン の 壁 崩 壊 な

ど),TVニ ュ ー ス と関 連 あ る記 事 や ス ク リプ ト目

聴 解.TVニ ュー ス(東 欧 の民 主化 関 連),TVド キ ュメ ン タ リー(東 ベ

ル リン市 民 の 買物 ツァー)

第3学 斯 』(春 学期r12週 周)

漢 字r新 闘 の漢 字 」(86～133ペ ー ジ)

読解 新 聞記 事(天 安 門 事 件 関 連 の記 事,高 校 生 の株 の勉 強 ン 日本 文

学 に魅 せ'られ,な ど)ンTVド キ ュ メ ン タ リー 「カ メ ラ マ ンの 見

た 二・ッポ ン〆。24日寺聞」

聴 解rニ ュー スさ学 ぶ」 数 課 分,TVニ ュ ー ス 〔中国 の民 主化 関 連),

TVド キ ュ メ ン タ リー 「カメ ラマ ン の見 た ニ ツポ ン」

学生について

16名 の うち,目 本での生渚経験一 交換留学生 と、して高校時代の1年

を日本で過ごした・ 目本に住 んでいた,目 本で仕事をしたことがある・な

ど一 をもつ もの8名,日 本生まれで目本で初級教育を受けた目本国籍の

もの2名,喜 系4名 などで,会 話力,聴 解力,文 法力からいえば一部偉上

級 レベル,全 体的に も相当のレベルに達 していた。 しかしシー方で漢字カ

ー6一.



は,・1自己申告で100字 を含め300字 に満たな.いものが数名お り〆またそれ

以上 に新聞記事などを読もうという意欲が低 いも.のがかなりいたこともあ

って,漢 字学習への熱意は4,5名 を除いて全般 に薄かった。

反省と評価

斗分の1ぐ らいの学生が漢字の学習を苦手 とし続けたことに引きず られ

て読む量が限られ,1学 期は新閉の見出 し穏度 しか読めなかった。そのう

え,「核教材」 以外の適当な教材一 中級向きの記事,広 告,目ブぐンフレッ

トなど一 の準備が不十分であった。1学 期 に漢宇学習 とまったく関連の

ない会話の聴解教材 を使うたことはそれなりに意味があつたが,漢 字学習

め定着という点では問題があった。2学 期はテレビニュースや ドキュメン

タリーを使 った魁 基礎的 な聴解訓練がなけオ多ば難 し熔と考え・3学 期 に

なって 「ニュースで学ぶ」 をはじめて使用 した。「読む」 ことだけではイ

ンプットとして不十分であり,「聴解 と読解の関連づけ」 の必要なことを

確信 した5担 当時問がテス トも入れて週90分 と短 く,総 じて庇習の漢字 ・

漢字熟語 ・語彙 を繰 り返 し扱わない うちに新漠字 ・新語彙の学習が始 ま

り,定 着が十分はかれなかった。学年末の学生からの評価でも}学 習 した

漢字熟語などが他のクラスで十分反復練習できればよかった との指摘があ

った9切 はこの定着不足を指 している。 学習量が多い中級の段階での定着

が課題 として残った。 しかし・記事の読みに必ず しも意欲的でなかった日

系の学生2名 からは,帰 国後1年 たって再来 日した際,雑 誌 など日本語で

書かれたものを自力で読むようになり自信 がついたとの評価 を得た。

B実 践例一2年 目(1990～91年 〉

前年度の反省か ら導入漢字 ・語彙の定着 をはかるため,学 習 したものが

9)精 読 クラスの読解教材 に も漢字や熟語 が多 く出 て くるが,読 むもののジ ャン

ルの違 いな どか ら,現 れ る漢字や熟…吾には相 当のズ レがあった。
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繰 号返 し現れるよう工夫した。持ち時問が2倍 の2コ マとなり時間の余裕

ができたことと,目2年 目のため教材の準備がかなり進 んだことでインプッ

トの増加 と定着がある程度可能.になうた。読む量を増やす(多 読する)こ と

が不可欠であると考え・そのために・いわゆる生教材からだけでなく広 く

中級 目本語教科書のなかか らもできるだけよさそうな読物 を集 めた。ま

た,1学 期のはじめからrニ ュースで学ぶ」をr核 教材」にして聴解練習

をし,耳 からのインプットによる定着をめざした。1学 期は事件 ・事故を

中心のニュース,2学 期は文化 ・学生関連ニュース,3学 期は学生の専攻

に関連 あるものを中心 に取 ウ上げた。 この聴解は自習を原則 とし,初 年度

と同じようなタスクを与ネた。 さらに,来 化 ・文学系の学生の存在 も意識

して2,3学 期はr朔 ユ》スで学ぶ」の文化財の流出に閨する課 に合わせた

テレビの ドキュメンタリー番組や中級読解教材のなかの人物に合わせたテ

レビ番組 も取 り上げてみた。

こp年 は淳字がある程度入った3学 甥の半ぱ以降,新 聞などで見ρけた

興味ある記事の内容について発表するというタスクを学生に課 した。少人

数の割に学生の専攻や関心がさまざまだったため,自 分で読むものを見つ

けて内容を理解 し単語表をつげてくるとい う学生中心の学習方法を導入 し

た・学生にとってより関心のあるr読 籾」を多 くし,同 時に口頭表現の指

導に結ぴつけたい とい う意図からであった。

第1学 期

漠字 「新聞の漢宇」(1～55.ぺ 一ジ),新 聞見出し.,書 き下ろし使用例

の読み練習

読解 中級読解教科書からの読物,新 聞記事(聴解教材rニ ニースで

学ぶ」 の トピック関達),雑 誌記事rア ルメニァの日本語 を話

す少年」など

聴解 「ニュースで学ぶ」1～目11課(前年度 と同じ扱い〉と,そ れと関連

のある最新の生のラジオニュース(地震,火 事,ど ろぽ うなど)
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第2学 期

漢字

解

解

読

聴

・第3学 期

漢宇

読解

聴解

発表

「新 聞 の 漢 字 」(56-85ペ ー ジ) ,見 出 し,湾 岸 戦 争 関 連 の漢 字

熟 語

新 聞記 事(湾 岸 戦 争 関連 〉

「ニ ュ ー スで 学 ぶ 」42 ,15,29,36,23課(文 化 的 な ト.ピック と大

学 生 に関 係 ある もの),NHKス ペ シ ャル 「ボ ス トン美 術 館 東洋

部 の100年 」(「ニ ュー ス で学 ぶ■42課 関連)

「新 聞 の漢 宇 」(86～133ペ ー ジ)

新 聞 記 事(日 本 を学 ぶ米 大 学生,な ど多 数),「 経 営 に つ い て」

(中級 読解 教 材 「中紙 か ら の 日本 語 ノ助 よ り),「 ジ ョン ・万 次

郎 」(「日本 を読 む 」職 よ り目)

「ニ ュ ー スで学 ぶ 」43 ,36,24,17,・25課(学 生 の専 攻 と関 連),

「ジ ョン ・万 次 郎 」(テ レ ビ 「知 づて る つ も り～」 よ りXNHKド

キ ュ メ ンタ リr「 生 ま れ なが らの 差別 」

「目日本 の救 急 シ ステ ム の問 題 点 」(医 学 専 攻)ブ 「ブ ッシ ュ政 権 の

教 育 改 革 政 策 の簡 題点 一 日米 比 較 」(国 際 関係 専 攻),「 都 知 事

選 の分 祈 」(政 治 学 専攻)・r不 法 就 労 」(国 際 関係 専 攻 〉,r虚 無 僧

と尺 八 」(日 本 文学 専攻).な ど

学生について

この年の学生は10名 。国際部の学生総数が前年度より15名 も多かった

こともあり,J6の 上 に 」7クラスび設置された。 このため,会 話力,聴 解

力など前年度よ り低い中級であり,文 法の復習も必要であった。漢字 と漢

宇熟語が覚えられず漢字学習そのものに苦労する学生 も前年度同様何人か

いた。 しかし,問 題意識,知 的な関心 は全体 として酋年度よ り高 く・文字

10)[中 級か らの 日本語 」(池臼重 監修)

11)『 日本 を読む」(氏家研一著)
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カ ・語 彙 力 の割 に は早 くか ら難 しい も の を読 も うとい う意 欲 が 高 か った。

反省 と評価

文法 ・表現練習にも時間を割 き・そのため生教材は思 ったほど導入でき

なかった。当初の目標よりは下回ったが,学 習漢字の反復 練 習 を含.めた

「読解 と聴解の関連づけ」
,イ ンプットの増加 と定着の試みはある程度進め

ることができた。た とえば,「 ニュースで学ぶ」 の 「地震」の課学習の翌

週に大きな地震びあり,早 速実際のラジオニュースと新聞記事で復習 した

り・「浮世絵」 の課のすぐあとに ドキュメンタリー 「ボス トン美術館東洋

部の100年 」を見るなど内容の関連づけはかなりできた。 しかし》まだ単

発的な教材 も多 く・関連づけのためいっそうの教材収集の必要を感 じた。

安易なビデオ教材の使用はとかく視覚的な楽 しみだけに終わりがちである

が,多 技能 ・多メディァ型学習の重要性は,非 漢字系学生の漢字学習の場

合,特 に強調,工 夫 されるべきであると実感 した。少人数のため読んだも

のや時事的な話題について話す時間も取るよう心がけた。3学 期に行った

発表については,十 分な読みをともなわない安易な発表もあった。3学 期

には漢字熟語の入 りにくい学生の学習意欲を高めるためとインプットを多

くするために,各 学生の専攻ごとに,覚 えたい と言う漢字熟語の リストを

用意し,そ の単語テス トも1回 行 った.専 攻が医学1,言 語学 ・目本語1,

ビジネス ・経済1,国 際関係 ・外交4,日 本文学1,政 治学2と いう学生た

ちボそれぞれ異なる語彙 リストを勉強 したわけであるが,試 験は全員ほと

んど満点であった。いい語彙が思 うように集 まらない分野もあって準備は

大変であったが,好 評であフた。

C実 践 例 ～3年 目(19♀1～92年 〉

3年 目 にあ た る今 年 度 は シ 「核 教 材 」.となる 「新 闘 の漢 字 」 と 「ニ ュ.一ス

で学 ぷ」 と,1,2年 目 に集 醐 使 用 し,差 し替 え,補 充 して きた 読物,記

事,ビ デオ 教 材,テ ー プ教 材 と を組 み合 わ せ た 結 果,教 材 上,技 能上 よ り
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充 実 して きた 。 現 在 も,数 年 にわ た っ て使 え そ う な教 材 は単 に量 的 に 増 や

す だ け で な く・ 質 的 な面 か らも差 し替 え と補 充 を行 って い る。 しか し・ 時

事 的 な問 題 を扱 っ た過 去 の教 材 は ま っ た く役 に立 た ず,目使 い捨 て とな っ た

もの も数 知 れ な い。 前 年 度 まで の教 材 の う ち使 える もの 半 分 ぐ らい を現 在

使 用 中 で あ る。 前 年 度 に試 み 始 め た 「聴 解 と読 解 の 関連 づ け」 は,今 年 も

い っ そ う強 力 に進 めて いる。2学 期 か らは,初 級 ・初 中級 の 文法 の復 習 の

必 要 を感 じ,練 習 問 題 を少 しず つ させ て い る 。 た とえ ば,r時 の 表 現 」 の

復 習 は ビデ オ 教 材 の なか の 人物 の経 歴 に か らめ て 「内容 理 解 と文法 練 習 の

関 連 づ け」12)で 行 って い る。

今 年 度 は学 生 の能 力 と関心 を考 慮 に入 れ,「 ニ ュ ー ス の発 表 」 を1学 期

の途 中か ら実施 し,2学 期 も続 けて い る。

第1学 期

漢 宇 「新 聞 の漢 字」1-55ぺ 一ジ

読解 雑 誌 記事 「アル メニ ァ の 日本 語 を話 す 少 年 」,・新 聞 記事.「 言葉

目が通 じ なか った」,「比,ピ ナ ツ ボ火 山被 災 者 に吉 野屋,古 い ユ

ニ ホ ー ム贈 る 上 「セク シ ュ ァル ・ハ ラ ス メ ン トの ア ン ケー ト結

果 ま と めて本 に 」,「ベ ー 方一 長 官 来 日」,論 説 文 「歴 史 の激 動 の

中 で 迎 える 日米 開 戦50年 」(石 川好),真 珠 湾 関連 記 事,中 級 読

物r振 り向 き賃 」(r目 本 語 を楽 し く読 む本 ・中級 」 〔付 記 〕よ の

聴 解 「ニ ュ ー スで 学 ぶ 」1"1課,NHKTV「 経 済 マ ガジ ン」 よ

り 「切 札 は留 学 生 」,「若 者 は 味 噌 ぎ らい ・味 噌 ジ ュ ー ス の 開

発 」,TVニ ュ ー ス 「ピ ナ ツ ボ 山噴 火被 害 」 「べ 一 カー 長 官 来

目」

発 表r宮 沢 政 権 誕 生 か 」・r米 トイ ザ ラ ス・ 日本 進 出」・r空 き缶 回 収 」・

12)「 フェ ノ寅妾」 のビデオ教材か ら得 られた知識一 フェノロサ の経歴 一 か

ら次 のよ うな練習 を作 った。例1)フ ェノ・サは 日本 に(来 る ・来 た〉前,結 婚 した。

例2)フ ニノロサは(帰 国 したあ と ・帰国 した とき)離婚 した。(こ のよ うな内容 と文

法 を関達 づけた問題 の作成 と練習 の効果 については いずれ別 の機 会 に発表 したい。)
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「韓 国 タク シー 」
,「 ロ シア の 灯 油 不足J,「 目米 学 生会 議 」,「天気

予 報 」p「盆 踊 り」,「 ・シ ァ で米 車,売 れ る」,「 自衛 隊 案 内書 」

な ど

第2学 期(一 部 予 定)

漢 字 「新 聞 の漢 字 と熟 語]56～85ぺ 一 ジ

読 解NHKス ペ シ ャ ル 「アー ネ ス ト ・7エ ノ ・サ ー 日本 美 術 再 発

見者 の素 顔 」 の スク リプ ト,「 握 手 」(「 日本 語 を楽 し く読 む本 ・

中級 」 よ り),学 生 生 活 や 就 職 に関 す る統 計 と記事(「ニ ュ ー スで

学 ぶ」 関 連)

聴 解 「ニ ュー ス で学 ぶ 」42,15,29,36,23課,.NHKス ペ シ ヤル 「ボ

ス トン美 術 館 」 「アー ネ ス ト ・フ ェ ノ ロサ 日本 美 術再 発 見

者 の 素顔 」・モ ー ス の 紹 介(「フ ェノ ・サ」関 連,筆 者 口頭 説 明),

学 生 生 活 や 就職 関係 のTVニ ュ ー ス な ど

発 表 「ソ ビエ ト社 会 主義 の崩 壊 」(新 聞 論 壇L「 小 学 生 自殺 」(新 聞 記

事),「 統 計 の ウ ソ」 〔雑 誌 記 事),「 国際 交 流 」(新 聞 記 事),「 従 軍

慰 安婦 問題 を授 業 で扱 った高校 」'(新聞 記事),な ど

第.3学 期(予 定)

漢 字 「新 聞 の 漢 字」86～133ぺ 一 ジ,161～1舛

.読 解 新 聞 ・雑誌 ・新 書 な どか らの生 教 材(政 治,環 境,社 会,教 育

問 題 な ど),中 級 読 解 教 材 か ら選 ん だ もの,ビ デ オ 教 材 ス ク リプ

ト

聴 解 「ニ ュー ス で学 ぶ」 よ り学 生 の専 攻 に関 連 ある もの,ラ ジ オ ・

TVニ ュー ス ・TVド キ ュ メ ンタ リー な ど

発 表 意 見 や感 想 を き ちん と述 べ る な ど読 解 教 材 と関連 づ ける か,専

攻 ある い は 関心 の ある テー マ に つ い て の発 表

表 現 発 表 を聞 い て メ モ を と り要 点 を書 い て ま と菊 る,質 問 を書 い て

発 表者 に渡 す
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学 生 につ い て

今 年 度 の学 生 数14名 。 中 国 語 の で きる 中 国 系3名,日 本 滞 在 経験1-2

年3名,自 己 申告 で 既 習漢 字 数100～300字 は3人 だ けで あ り,こ こ3年 闇

で も っ と も漢 字力 の あ る クラ スで あ る。 「日米 関係 の悪 化 」 と い う情 勢 の

な か で,政 治 ・ 経 済・ ビ ジ ネ ス,文 化 な ど広 い分 野 にわ た って 目本 を知 る

こ とへ の意欲 が強 い学 生 が か な りお り・ これ ま での と こ ろ取 り上 げ る テ ー

マ に は事 欠 か なか った。

反省 と評価

今年度,漢 字 と熟語の定着は2学 期の精読クラスの読解教材 との関連づ

けでさらに高められつつある。関連するテーマが読物 とビデオで扱われる

など,教 材的にもより充実 してきているといえよう。学生による発表 は昨

年度よりはるかにきちん.と準備されて行われ,し か も,2学 期 目(つ まり2

度 目)の発表では使用語彙9目、表現の面で格段の進歩 を示 した学生がお り期

待 がもてる。 このように1学 期にかな夢低かづた口.頭表現のカ と意欲 も伸

びつつあるが・語彙力がついてきただけに表現力の不足が目立ち,表 現技

能の指導ボ不十分だったことを痛感 している。

m.中 級教育の構築

1)効 果的な中級漢字 ・譜彙教育

以上の実践か ら,中 級段階の漢字 ・諾彙教育が もっとも効果的に行われ

る要件 を次にまとめてみる。

1多 読させる

漢字 ・漢字熟語 ・語彙教育は しっか りした読みをともなわなければな

らない。初年度の実践例炉示すように,読 みを十分にともなわない漢

字 ・語彙教育は定着 も悪 く,漠 字学習の動機 も到達感 も薄れる。 中級

の前期から中期にかけての学生には学習 した漢字 ・語彙が適当に入 り

興味をそそ る教材を多 く読ませる必要がある。
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2多 種多楼な教材 を組み合わせる

A漢 字 「核教材」一 頻度の高い漢宇熟語を中心に漢字 を導入する

.・教材一 の必要

B中 級r多 読」用読解教材一 速 く多 く読めるおも目しろい読物一

の必璽

読解力が低 けれぱ低いほど中身につられて読み進んでいける.よう

な教材が望 ましい。こうした教材が多 く用意 されていれば知 らず

知 らず多読をすることになる。

C生 教材一 新聞 ・雑誌記事,本 の文章,広 告,書 類など+の 必

要目目

学習 した漢字熟語が生教材のなかにいくつも発見できれば学習動

機が高 まり到達感が得 られる。学習 したことが役に立つ という実

感 を得 られることが重要であるφ特に国際部のよう,に留学期問が

10か 月ほどしかない場合,学 生は現実の目目本への関心の高 さか ら

背伸びしても生あるい目は生に近い教材を求めるものである。生教

材が読めるようになれば)そ れ が知的な関心をさらに刺激 し学習

意欲が高 まっていくこ とになる。

D視 聴覚教材一 学習漢字熟語 ・語彙が多 く入 つたニュース,ト ピ

ックス,ド キニメンタリーなど一 の必要目'目.

3技 能別学習 を相互に開連づける

中上級段階では技能別や内容別クラスー 精読クラス・速読クラス・

聴解クラス,漢 字クラス,表 現クラスなど一 が置かれることが多い

が,中 級の揚合,カ リキュラム上 このようなクラスを設けただけでは

効果的 とはいえない.非 漢字系で漢字学習の負担が大きい学生にたい・

しては特に,あ るテーマに.ついて読み,書 き,聞 き・,話し,そ の技能

をたがいに関連づけてい く.ことが必要である。.

2)新 カリキュラムの も.と.での中級 コース.

国際部では30年 近 く続いたカリキュラムー90分 授業を1目1コ マず
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っ,週 に5日 一 を1992年9月 の新学期か ら,月,火,木,金 の4日 間,

45分 授業 を3コ マずつ行 うことになった。 待望の90分 授業か らの解放で

ある。

45分 授業の実現は,個 々の教師の授業計画を当然変えてい く.であろう

が,統 合的な教育の実現を可能1こするものとしてカリキュラム全体にも積

極的に生かしていきたい。ひとつひとつの技能の指導がどれ ほど自己完結

的に優れて行われても統合的な意味をもたなければ,目コース全体での教育

効果はあるレベルにとどまってしまうので.はないかと思 う。 さいわい国際

部では,目1日 の授業をひとりの教師が担当し,原 則 として月,火,あ るい

は木デ金 のように同 じ教師が2日 続きで教 え商 ことになっている。 つま

り,1コ マ45分 を1日3コ マ,2日 で6コ マ教えるわげである。 これは現

行のカリキュラムに比べ技能の統合,有 機的な授業の組み合せをはるかに

効果的にするであろう。

一般に中級段階の教育では,聴 解クラスを例にとっても,何 の聴解指導

が必要かという点は軽視されがちであり}ま して催の技能一 読解÷ と

結び付けて指導されることはほとんどない。 さらに,聴 解はあっても口頭

表現一 発表と会話rの 指導鱒看過 されること.も多いようである。 これ

らのことから,中 緑に必要なすべての技能 とそれ らが どう関連 し合 ってい

るか・ 中級段階における諸技能の有機的な組み立ての可能性を示す図(次

ぺ一ジ)を作成 してみた。実際のシラバス作成の際の参考となろう。

国際部では従来,中 級,初 中級 ともプリント教材がほとんど蔦 担当教

師び変われば教材 も授業内容も一変するのが普通であった。担 当教師に合

った教材が使われることでよりよい授業ができるという積極的な意味も認

められるが,よい教材を蓄積 してい くという発想に欠けていた。 また,筆者

の2年 半の経験でも学生の技能上の弱点などは年度 によって相当異なって

いたが,・個々の教師中心でシラバスを組み立て何の指導がよ り必要である

かということが配慮されないきらいが訪った。目今後は年ごと,あ るいは学

期 ごとの中級クラスの教案に,これ らの点 も考慮に入れていきたい と思 う。
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中級 コース の構成 要素 とその 関連 図
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〔付記〕使用教材解題

以下,よ く知 られて いる教材 ではあるが,あ えて,改 訂 あるい は今後の教材 開発

の参考 となるよ う使用者 の立場か ら意見 を述 ぺ る。

◎ 「よ.く使 われ る新 聞の漢字 と熟語」〔豊 田豊子著〉・

使用頻度 の高 い漢字熟語 と基礎語彙 が入 ってい るの で,早 く新 聞な どが読 める

よ うにな りた い とい う学生 によい.初 級 の漢字の学習 の仕方 と異 な り,漢 字 の

意味,書 き順,字 義な ど自習が必要 となるので,自 然 に辞書 を多用 す るよ うに

なる。使 用者 か らす る と頻度順索引 鱒欲 しい し使用例 も もう1例 ぐらレ・欲 し

い。使 用例 にル ビ恭 あれ ば(あ るいは録音 テープが あれば)例 文 の自習が もっ と

や りやす くな るだろ う。

◎ 「ニ ュースで学ぶ 日本 語」(堀歌子 ・三井豊 子 ・森松映子著)

テープで繰 り返 しニ ュー スの聴解練習 ができる。 いろいろな トピックが入 って

いる。 使用者 か らす る と,そ の時々の現 実 のニ ュー スにま さる教材 はな いが,

格好 の生のニ ュrス を探 しきれない ときに,「核教材」 としての利用 法が ある。

できれば同種の トピック(例 えば,社 会問題,社 会 現象,事 件,事 故,文 化,

スポーッな ど)が い くっ かずつ あると選択 できてよい。 ニュースは数 年 ご とに

新 し くしてい く必 要が ある。 こうい う教材 は、理想 的 には常 に新 たに採用 した

り差 し替 えた クしなが ら備 えてお くべ き ものであろ う。単語表 ぽ学 習者 の知 識

の程度}こよ って,練 習問題 は教師 の工夫 によってい くらでもつけ られ るので素

材が豊 富 にあれば十分で ある、

◎ 「日本 語 を楽 し く読む本 ・中級」(産能短期大学 日本語教育研究室編)

ここにある文章 を読む学生の衰情 を見 ている と熱 中 しているのが分 かる。多 読

用教材 として評価 で きる。 こ うい う教材 の作成 は,内 容が お もしろ くよい読物

を集 める目と努 力か あってはじめて可能 であ る。練 習問題 もそれぞれの素材 を

生 かしコミュニ カテ ィブ ・ア プローチに もとづいて作 ってある。続編 が望 まれ

る教材 である。
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